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１．はじめに

　ミライトグループは、大明㈱、㈱
コミューチュア、㈱東電通が共同持
株会社「㈱ミライト・ホールディン
グス」を設立し経営統合して、平成
22年10月に発足した企業グループ
です。
　昨年10月にはグループの事業再
編成を実施し、大明と東電通を合併
した「㈱ミライト」、コミューチュ
アを商号変更した「㈱ミライト・テ
クノロジーズ」の２社体制に移行し
ました（図１）。
　これに伴い、新生ミライトグルー
プらしいCSR活動を、グループ各
社が連携し一体となって展開してい
きたいと考えています。

2．経営の基本理念とCSR

　信頼される会社として、お客様や
株主様などさまざまなステークホル
ダーから高く評価されるとともに、
革新的な企業として常に成長するグ
ループを目指すため、ミライトグ
ループでは経営統合を機に以下のと
おりCSRに取り組む姿勢などを経
営の基本理念として定めました。
①�情報通信を核とし、常に新しい価
値を創造する「総合エンジニアリ
ング＆サービス会社」として、お
客様から最高の満足と信頼を得ら
れる日本のリーディングカンパ

ニーを目指します。
②�安全と品質を大切に、最高のサー
ビスを提供することによって、豊か
で快適な社会の実現に寄与します。
③�企業の社会的責任を果たし、常に
人間を尊重する企業として、人や
社会と共存共栄する企業であり続
けます。

3．ミライトグループの商号と
シンボルマーク

　「MIRAIT」という社名は、「未来」
と「IT」のふたつの言葉を融合さ
せて、「未来と（共に）」とも読むこ
とができ、これまで私どもが通信建
設事業において培ってきた確かな技
術力を基盤に、新しい時代の求める
統合的な社会インフラ構築に貢献し
ていきたいという気持ちを込めまし

た（図２）。
　シンボルマークにおける縦の３本
の太いラインは「３つの思い」（①
事業ドメインの「幅」を広げる、②
事業ドメインの「高さ」を極める、
③新しい事業ドメインへの展開を図
る）を象徴化したもので、アークラ
インでそれらを繋ぎ高品質な事業が
グローバルに拡がっていく様子を表
現しました。

図２　ミライトグループ
　　　「シンボルマーク」

㈱ミライト・ホールディングス

㈱ミライト・テクノロジーズ
（コミューチュアが商号変更）

㈱ミライト
（大明と東電通が合併）

グループ会社

 連　携

グループ会社

本社：大阪府大阪市西区江戸堀 3-3-15
資本金：38億 400 万円
売上高（連結）：873億円
　　　　　　　（2012.3 月期実績）
従業員数（連結）：2,786 名
　　　　　　　（2012.3.31 現在）

本社：東京都江東区豊洲 5-6-36
資本金：56億 1,091 万円
売上高（連結）：1,541 億円
　　　　　　　（2012.3 月期実績）
従業員数（連結）：4,326 名
　　　　　　　（2012.3.31 現在）

図１　ミライトグループ
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としては世間から「ミライトってい
い会社だよね」というイメージを
もっていただくための施策につい
て、以下の３つを念頭に置いて取り
組みました。
①�社会に貢献しているという企業イ
メージが確立できるものであるこ
と（ミライトカラー）
②�ミライトグループ社員に広く浸透
すること（浸透性）
③�一過性の活動にならないこと（継
続性）

（２）活動実績
2011年10月：第18回「豊洲フェス
タ」へ出展（写真１）
　ミライトグループ本社のある東京
都江東区豊洲地区において毎年開催
される地域住民と企業の交流イベン
ト「豊洲フェスタ」にグループとし

　社員1人ひとりが力を合わせて、
笑顔の溢れる明るい社会の構築に貢
献していきたいという気持ちを表現
しました。

（３）MIRAITフォーラム
　「風通しのよい」の企業文化を醸
成するため、グループ各社の中核社
員がメンバーとなり、さまざまな
テーマについて企画検討してもら
い、その結果を各種施策に反映させ
ています。
　主な検討テーマとしては、「グ
ループブランド戦略」「グループ社
員間コミュニケーション」「社会貢
献・環境保護活動」などですが、「ミ
ライトWAY」やグループスローガ
ンの制定など数多くの成果を出して
います。

5．MIRAITフォーラムの
CSR関連活動

（１）活動コンセプト
　CSRという活動は「組織統治、
人権、労働慣行、環境、公正な事業
慣行、消費者問題、コミュニティへ
の参画・発展」など幅広いものです。
MIRAITフォーラムのCSRチーム
は、ミライトグループの目指す
CSRを検討していく中で、テーマ

4．新たな企業文化をつくる

　経営統合および事業再編成を機
に、グループの連携強化や社員の意
識改革を図り新しい企業文化をつ
くっていくため、さまざまな施策を
展開しています。

（１）「ミライトWAY」
　企業のWAYとは、時代に左右さ
れない経営理念や、社員が共有すべ
き価値観のことで、社員1人ひとり
がどのように考えどのように行動す
べきかなど、全社員の意識と行動の
よりどころとするものです。
　ミライトグループ発足時に策定し
た「経営の基本理念」、「行動指針」
（図３）、「企業倫理憲章」を新たに
「ミライトWAY」として体系化しま
した。仕事において各職場単位、個
人単位で具体化し実践を図っていき
たいと考えています（図４）。

（２）グループスローガン
　新生ミライトグループは、「何を
している会社なのか」、「何を目指し
ている会社なのか」などを的確に社
内外にわかりやすくアピールするた
め、「make�you�smile�withみらいIT」
というグループスローガンを制定し
ました（図５）。

図５　「グループスローガン」

●お客さまから最高の満足と信頼
①「期待を超える」サービスを
　常に提供します！

●新しい価値の創造
③一歩前へ！「知恵と勇気」を
　かたちにします！

●豊かで快適な社会の実現
⑤豊かな未来を「強いチーム力」
　でつくります！

●「安全と品質」最高のサービス
②「安心と信頼」を現場力
　でさらに高めます！

●ＣＳＲ・人間尊重
④「誠実と公正」を仕事の
　基本とします！

ミライトグループ
経営基本理念

図３　ミライトグループ「行動指針」
図４　全社員に配布した冊子

　「ミライトＷＡＹ」
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同月：ヤマトシステム開発様の福祉
施設「食品販売会」を見学

2012年10月：第19回「豊洲フェス
タ」へグループとして出展

2012年11月：「大阪マラソン」ク
リーンアップ作戦の清掃活動への参
加

同月：社会貢献型「ドリンク類自動
販売機」第1号機を豊洲ビルに導入

2012年６月：NTT千葉グループ「水
辺クリーン」キャンペーンへの参加
（写真４）

2012年８月：日本ユニシス様の社会
貢献倶楽部「ユニハート」との交流

て出展しました。

2012年１月：近隣企業のCSR担当
者との交流会へ参加
　江東区内にある企業のCSR担当
者との交流会が年4回ほど開催され
ており、ミライトグループを代表し
て参加し情報交換しました。

2012年２月：「東日本大震災」江東
区内被災者懇親会へグループとして
参加
　「東日本大震災」で江東区内に避
難している被災者を激励するイベン
トが開催され、グループ社員の多く
が参加しました。

2012年３月：リコー社会貢献クラ
ブ「Free�Will」との交流
　給与の金額端数を自動的に募金と
して集める取組みの導入に向けて、
実施企業にヒヤリングを行うなど事
前調査しました。

同月：第８回新木場「清掃まつり」
へグループとして参加（写真２）
　江東区にある企業による新木場地
域を清掃するイベントに参加しまし
た。

同月：大宮アルディージャの地域貢
献活動グループとの交流（写真３）

写真１　地域交流イベント「豊洲フェスタ」に出展

写真２　新木場　「清掃まつり」に参加
写真３　大宮アルディージャの

　　　地域貢献活動に学ぶ

写真４　「水辺クリーン」キャンペーン活動に参加
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6．まとめ

　企業が社会の中で生きていくため
には、法的な面や経済的な面での責
任を負うだけではありません。関係
するステークホルダーに対してさま
ざまな配慮をするとともに、より積
極的に広く企業の経営内容や経営姿
勢を知ってもらうための行動が必要
となっています。こうした配慮や行
動が、ステークホルダーの評価を高
め、中長期的にみて競争力の強化に
つながり、経営基盤の強化にもつな
がるものと考えております。
　ミライトグループが企業としての
力を出していけるかどうかは、私た
ち仲間がどう一致できるかが鍵とな
ることから、新たなスタートにあ
たって「心をひとつにする」ことを
誓い合いました。
　すべての社員が力をあわせ、常に
新しいことに挑戦し新しい会社に塗
り替えていくことで、皆さんに信頼
され長期にわたって持続できる企業
としていきたいと考えております。
　新生ミライトグループをよろしく
お願いいたします。

賞与の差し引き支払額のうち、100
円未満の金額を寄付するというシス
テムが「給与端数募金」です。
　ミライトグループの社員に対して
アンケート調査を実施したところ、
約７割の社員の賛同を得られたこと
から、導入に向けて運営方法や寄付
先の決定方法などについて今後具体
化を図ります。

（６）社会貢献クラブ「ミライトの
森」の立ち上げ
　ミライトグループとしての社会貢
献や地球環境保護などの活動につい
て今後さらに充実を図っていくた
め、社員の自発的な活動を支援する
社会貢献クラブ「ミライトの森」を
立ち上げることにしています。
　これは、会員の自発的な意思によ
る社会貢献活動を支援することによ
り、社会貢献や環境活動に対する社
員の意識付けを行いミライトグルー
プ全体へ浸透を図ることとしていま
す。

（３）エコキャップ回収の見える化
　「エコキャップ」とは、世界にお
いて貧困層の多い地域の子どもたち
にポリオワクチンを投与してもらう
ために、ペットボトルのキャップを
回収する運動です。キャップ800個
（20円相当）でポリオワクチン1人
分になることから、ミライトグルー
プでは各事業所などで取り組んでい
ます。
　社員に社会貢献や環境活動の意識
付けを図るため、この取組みが社員
に見えるように回収実績などをイン
トラサイトの「MIRAITフォーラム
便り」に掲載していますが、平成24
年11月現在、約85万個（ポリオワ
クチン約1,060人分）をエコキャッ
プ推進協会に提供しました。

（４）社会貢献を目的とした自動販
売機の導入
　ミライトグループの拠点等に設置
するドリンク類の自動販売機におけ
る売上の一部を『緑の募金』（公益
社団法人「国土緑化推進機構」）へ
寄付することとしました。
　自販機業者により寄付金額は違っ
ており、販売１本あたり１円、ある
いは売上金２％となっています。
　また、大阪市内の北浜ビルのよう
に「10円寄付」ボタンのある自販
機も設置しています（写真５）。
　現在、東京都江東区内の主要拠点
ビルに20台、大阪市内の主要拠点ビ
ルに４台設置しており、順次拡大を
図ります。

（５）給与端数募金導入の検討
　「団体または個人への寄付や援助」
に賛同する会員の毎月の給与および
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 写真５　社会貢献を目的とした自動販売機の導入


